の 感覚に 注意 を 集注し、 その 映像と 音響との 複合から 

刺激され た 情緒 的 活動が 開始され ると、 今度 は 脳神経 

中枢の どこか 前と はちがつた 部分の ちがった 活動が ス 

タ ） ^を 切って、 今までと はまた 少しち がった 場所に 

ちがった 化学作用が 起こり 始め、 そうして また 前と は 

ちがった 化学物質が 生成され たリ、 ちがった イオン 濃 

度の 分配が 設定され たりす る。 それが 今までに 残存し 

ていた 前の 学問的な 精神 集注に よる 生成 物に 作用して 

それ を 分解し、 あるいは 復元し、 それによ つて 残存し 

て いた 固定観念の ような もの を 消散させる ので はない 



これ は 全くの 素人 考えの 空想で あるが、 しかし 現代 

ビォ へミ I すうせい ほうし 

の 生化学の 進歩の 趨勢に は、 あるいは こんな 放恣な 空 

想 に対する 誘惑 を剌激 する も のがないでも ないように 

思われる ので ある。 

これと は 話が 変わる が、 若い 人に はとに かくと して 

も、 もはや 人生の 下り坂 を 歩いて いるよう な 老人に 

とって は、 映画の 観覧に よる 情緒の 活動が 適当な 剌激 

となり、 それが 生理的に 反応して 内分泌 ホルモンの 分 

泌の バランスに 若干の 影響を及ぼし、 場合によつ て は 

いわゆる 起死回生の 薬と 類似した 効果 を 生ずる こと も 

可能で はない かとい う、 はなはだ 突飛な 空想 も 起 ， J し 



ぎない ので あるが、 しかし 「映画の 生理的 効果」 とい 

う 一 つの テ— マ を 示唆す る 暗示ぐ らいに はなる かもし 

れな いので ある。 

もしも 自分の 以上の 空想が 多少で もほんと うに 近い 

とすると、 若い 青年 男女に 対する 映画の 生理的 効果 を 

研究す るの は 将来 内務省 か 文部省 かの どこかの 局ない 

し は 課で 取り扱うべき だいじな 仕事の 一 つになる かも 

しれない ので ある。 

(昭和 十 年 八月、 セル パン) 
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